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かつて昭和 40 年代までは日本各地で木造和船による櫓漕ぎが見られた。木造和船とそ











本論文は 5 つの章からなる。すなわち，第 1 章では本研究の動機付けを行うとともに，



















3 章では，新たに試作した櫓杭に働く 3 分力検出装置について，概要と計測結果について
述べる。櫓杭 3 分力計から，前進力そのものの計測はできなかったものの，中級者では
上下方向分力が大きかったのに対し，熟練者は左右方向分力が顕著に大きく，その違いを
明らかにした。さらに，櫓杭位置変化に対して熟練者の場合は，その変化に対応して左右
力の「押さえ」と「控え」の力配分を加減させていることも明らかにした。 
第 4 章では櫓漕ぎをデジタルカメラで撮影し，その画像解析を行って比較した結果に
ついて述べる。市販の画像解析ソフトによるデジタルカメラの動画解析から被験者の各部
の動きを時系列の波形として定量的に表すことができた。その解析から，①櫓先の軌跡は，
｢押さえ｣と｢控え｣においてほぼ｢8 の字｣を描くように変化する。②｢控え｣時に，最も手前
側に引いたときの櫓先の位置が櫓杭位置となす角度や，｢押さえ｣時に櫓先をどこまで前方
に押し出すかにより，ゆったりと大きく漕ぐ被験者，また比較的移動量が小さく周期がほ
ぼ一定であるリズミカルに漕ぐ被験者に分けられる，ことなどを明らかにした。 
最後の第 5 章では以上の分析結果を総合的に考察した。すなわち、画像解析の結果も
合わせ、総合的にみた場合、被験者ごとの比較から中級のある被験者は、腰・櫓先・右ひ
じともに移動量が大きく，力強いがよりエネルギーを消費する漕法。また，熟練のある被
験者は、右ひじ・櫓先の移動量が比較的小さかったが，実験時の艇速を合わせて見た場合，
船速も出た効率的な漕法と判った。これら被験者中の熟練者の櫓漕ぎ動作分析は，初心者
に櫓漕ぎを指導する際，その漕法のコツのキーポイントを示すことになると考えられた。 
 
 
 
